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朝鮮の社会主義

朝鮮民主主義人民共和国における

社会主義・共産主義へのみち

木原正雄

朝鮮民主主義人民共和国の「わが国の社会主義農村問題にかんするテーゼJ"

は，農業にお付る協同組合〆七〔集団化〕が完成されたのちも，つまり農業の社

会主義的改造が完成されたのちも，農村・農民問題は，基本的な対戦略的問題

であり，共産主義建設において，きわめて重要な位置をしめていることを指摘

するとともに，農民・農業問題を，最終的に解決し，都市と農村との差異，労

働者階級と農民との階級的差異をなくすための，当面の課題と対策を具体的に

しめしているへ

この「テーゼ」には，いくつかの点で，ソ連や中国，その他いずれの社会主

義国にもみられない，註目すべき内容がみられる。さきにものへたとおり，乙

の「テーゼ」は，農村における協同化完成いごの，社会主義のもとでの農業問

題を解決1るため 3つの基本原則をかかげているへ このなかで， 問題解決の

具体的みちとして，つぎの 5つの問題を提起している。すなわち， (1)農村で3

つの革命 技術革命，文化革命，思想草命←ーを，てってし、的に継続し，遂

行することについての問題， (2)農民にたいする労働者階級の態度，工業の農業

にたし、する関係，すなわち，労働者階級の農民にたし、する支援の問題， (3)社会

主義農業にたし、する指導と管理の問題， G生)全人民的所有と協同組合的所有の連

けい，すなわち，協同的所有を全人民的所有にひきあげる方法についての問題，

刷社会主義農村建設における地域的拠点，すなわち，都市と農村との差異をな

1) 1964年2月25日，朝鮮労働党中央委員会第4期第8回総会で採択された「テーゼ』である。
2) 拙稿，社会主義と農業問題， r経世論叢J94巷1号，昭和田年7月審照。
3) 金日成「わが国の社会主義農村問題にかんするテーゼ」邦訊在日本朝鮮人能聯合会阪， 4ベ

ージ1 および向上拙稿， 7← 9ページ。
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fすうえでの地域的拠点の問題であるべ

この「テーゼ」が，社会主義農業問題解決のための中心的，最終的課題とし

て提起しているのは，なによりもまず，都市と農村との差異，労働者階級と農

民との階級的差異をなくすという問題である。そして，この「テーゼ」をつら

ぬいている原則は，社会主義が全面的に勝利したのちも，革命を継続するどい

う原則である。

このような，最終的課題の設定と，基本原則にもとづく，問題解決の基本的

工業の農業にたいする援助，都市の農村にたいする支援を， あらゆる立場は，

側面から強化するという乙とであり，し川、かえれば，労働者階級の農民にたい

する態度，社会主義・共産主義建設のための強力な勢力としての農民との同盟

労農同盟 を強化するとしサ立場である。

要約すれば， この「テーゼ」は，社会主義から共産主義への移行の全過程を

つうじ， 革命を継続するとしサ基本原則にもとづき，労働者階級が農民を支援

する Eいう観点にた η て， 最終的課題壱解決するため，労働者階級の支援実現

の具体的な体系と方法をあきらかにしたものであるといえよう n 支援実現の具

体的方法として， 地域的拠点を設定し，協同的所有と全人民的所有とを有機的

に結合することによって，協同的所有を全人民的所有にちかずけるという，具

体的なみちをあきらかにし，農業にたいする指導と管理の具体的方法としての

企業的方法をとりいれる必要を指摘している。 これらの問題について，この「テ

ーゼjのように， 明確に，具体的に指摘したのは，社会主義国においても，は

じめてのことである。 さらに， たんなる指摘のみでな<. 「テーゼ」にしめさ

れた体系や方法が， じっさいに実現されつつあるという点で， 朝鮮(北半部)

における社会主義は他の社会主義国にくらべ， その発展水準はたかし社会主

義建設のもっとも成功した閣のひとつであるといってもさしっかえないであろ

つ。

4) A事制持苦闘酎軒4即院会ー刑判長t" "l~~'I-~. 19臼， No. 5 
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農民・農業問題は，資本主義から社会主義への過渡期，すなわち，広い意財三

での社会主義草命の時期においても，共産主義への移行期においても，大きな

位置をしめている。なぜなら，農業は国民経済のもっとも重要な 2つの部門の

うちの 1つであり，工業への原料〔労働対象〉供給部門にほかならず，社会自'1.

生産のなかで，広い意味での第1部門にも属しているからにほかならない。し

たがって，農業のつりあいのとれた，同時的な発展壱ぬきにして，共産主義の

建設をかんがえることはできない。農業と工業との分業関係が形成されていら

い，搾取階級の存在する社会では，農村は，つねに経済的搾取と抑圧の対象に

なり，国内における「植民地」として，蔑視されてきた。農業は，そのおかれ

てきた社会的・歴史的条件のみならず，自然的条件によれあらゆる菌でたち

おくれている。社会主義のもとでも，物質的・技術的土台，所宥関係，農業の

指導・計画・管理の諸体系，思想・意識，文化的・技術的水準など，その他あ

らゆる面で，農村はまだたちおくれている。さらにくわえて，農業にお付る基=

本的生虚子段の 1つである土地が，国土全体にわたって分散しているともづ，

その自然的特性は，農業生産の分散性壱規定し，そのたちおくれ，工業との差

異を規定する重要な原因の 1つになっている。したがって，なによりもまず，

農村の都市にたいする相対的たちおくれを規定する諸条件，諸原因となるもの

をなくし， うえにのべたあらゆる面で，農民を労働者階級の水準までひきあげ

ることなしには，共産主義に移行することはできない。

社会中義のもとでの農業の発展は，たんに農業の生産力巷ひ青あげる企いう

ことだけを意味するものではなしその物質的・技術的きそをつくるというこ

とだけでもない。たんに生産力の発展であれば，資本主義のもとにおいても，

一定の水準まで達成されうる。農業協同化し、ごにおける農業の発展の中心問題

は，あらゆる面で，農村壱都市の水準にまでひきあげ，農業蔑視にもとづくふ

るい都市と農業との分業関係をなくし，農業労働日を短縮し，農業労働の技術
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装備度をたかめ，力仕事，困難な労働をなくし，所有形態の差異をな〈し，思

想・意識，文化・技術水準でのたちおくれをなくすことヒよって，労働者階級

と農民との階級的差異をなくし，いっさいの階級壱なくすことにほかならない。

この課題号解決するととによって，社会中義の建設，共産主義への移行は，は

じめて保障害れる。資本主義よりもはるかにたかし、生産力水準を達成し， I小

規模生産の数おおくの残存物の抵抗を克服J" し， rこれらの残存物とむすびつ

いた習慣と因習との巨大な力を克服」し，ふるい生産関係，社会関係ののこり

かずにねざすいっさいの観念を変革し，都市と農村との差異，肉体労働と精神

労働との差異をなくすことによって，はじめて，階級差異一般が廃絶される。

このような階級をなくす過程一一「社会主義は，階級をなくすことJ町一一1;1:，

数世代にわたる長期の過程であり，生産力の巨大な進歩とともに，思想・意識

における変革と改造が，てってい的にすすめられてこそ，はじめて実現される。

権力の問題は， I社会主義草命の基本的問題ではあるが，すべてではない。」社

会主義革命の特殊性一一ブルジョア革命との相異←ーによれ社会主義革命に

おいては，権力を維持し，強化すること，経済全体を組織的に改造する己とこ

そが，権力の獲得よりも，はるかに困難な ιとである。革命をつづけてこそ，

社会主義を維持する乙とができるし，社会主義の優越性，すなわち，搾取から

解放された勤労者が，共同の目的と共同の利益のために，高度の熱意と積極性

を発揮しうるとし、う優越性を発揮することができる。草命をつづけてこそ，

「革命壱つうじてたかまった創意をいっそうたかめ， 全面的に発達した共産キ

義的人聞をつくりだすF ことができ， 一一物質的関心のみによってではない

一一一生産力の巨大な進歩壱達成することができる。

ロ・ソ y フ Yは，つぎのようにのべている。「もしも， 全国的範囲で社会主

義改造がおわり，社会主義建設がある程度すすめられ，勤労者の生活が向上し

5) JIe，田m，CO'I.， ss;n;. 4-e， TOM 29. CT:p. 388 

6) 1'a'M寓e.TOM 30. sTp. 92 

7) 普軒，相手叫.--<<補間金持帽叫完判瑚叶星取 1964.No. 6 
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たからといって，革命をひきつづきおしすすめないならば，それは，革命の成

果をきずつける結果をまねき，前進ではなく後退を余儀なくされるであろう。

革命運動には，前進か後退かの 2つのみちしかありえない。革命壱ひきつづき

おしすすめなければ，沈滞と退歩は不可避であり，人びとの草命的熱意がおと

ろえ，ふるい思想ののとりかすがよみがえってくるのは，いきおいはば貯とと

はできなくなるだろうのもしも民主主義革命，社会主義革命の時期に，あれほ

ど草命的であった労働者たちが，熱意をうしない，しだいに安逸な生活と遊ん

で食べることだけをこのむようになるとすれば，また協同農民が宅地付属の個

人副業経営にのみ心壱うばわれ，さらには個人経営へ逆もどりすることをねが

うようになるとすれば，それは草命を積極的におしすすめないことからくるも

のである。このような事態がつづけば，それは，革命の発展に重大な損失をあ

たえ，つまるところ，社会主義制度を危険におとしいれることになるだろう九」

以上のように，革命を継続するということは，園内における社会主義・共産

主義建設の見地からも，世界革命の見地からも それぞれの国における社会

主義革命は， 世界革命の課題ときりはとEしては， かんがえることはできない

一一基本的原則であるとしづ観点から，技術革命，文化革命，思怨草命の継続

の必要と，これら 3つの革命を結合し，それらを統一的過程として遂行ずる必

要性が強調されているヘ

このような中心的・最終的問題を解決するためには，さきにものべたように，

社会主義・共産主義の建設が，たんにその物質的・技術的きそ壱っくりだすこ

とだけではなし私的所有にも正づ〈古い社会が生みだし，もちこされてきた

経済，政治，文化.思想などあらゆる分野におけるのこりかすを一掃しなけれ

ばならない。人聞の意識は，つねに社会的存在にたちおくれるのがふつうであ

り，物質的・技術的きそがっくりあげられることによって自動的に変革するも

のではないからである。それどころか，共産主義への過渡期においては，広い

8) 岡上。
9) 前掲「テーゼ」邦訳. 5ベージ。
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意味での社会主義革命の時期にお吋るような，資本主義分子とのあからさまな

敵対的抗争のかたちでの階級闘争は存在しないにしても Iくつがえされた階

級の陰謀，古い思想ののこりかす，外部帝国主義の反革命的企図J10
)というか

たちでの階級闘争は長い年月にわたってのこるし，と〈に農業は，工業にくら

べその所有関係の物質的・技術的水準も，生産の社会牝水準も低〈く，農業牛

産と農業労働の特殊性，すなわち分散した村落と分散した作業場壱中心とした，

小集団の労働にもとづく生産は，農業の立遅れを規定し，農民の思想・意識の

改造を困難にする要因となっている。したがって，都市と農村の差異をなくし，

農民を労働者の水準にまでひきあげるには，農業の物質的・技術的きそを工業

の水準にまでひきあげるとともに，なによりもまず思想革命を優先させること

が必要である。社会主義が生産力の発展に無限の境地をひらいたのは，それを

保障する生産関係が存在するからである。と〈に農業における協同的所有形態。

が単一の全λ民的所有形態にたかめられ，全勤労者の自覚と創意にもとづく積

極性および協力と相互援助の関係がうちたてられてこそ，はじめて生産力はよ

り高いテンポで発展し，より高い水準にた。することができる。生産力は自動

的に発展するものではなく生産関係と上部構造の不断の革命によって，その高

い発展テy ポが実現される。社会主義の優越性といわれるその意味は，生産力

の高い発展テンポと高い水準を達成しうることにほ眠ならないが，その根源は，

とりもなおさずそれを保障する，勤労者の，自覚と創意にもとづく積極性およ

び協力と相互援助の関係のもとでの生産活動である。このような勤労者の労働

にたいす5思想・意識と生産活動がなければ，社会主義の優越性は発揮されな

いし，したがって共産主義への移行も不可能である。以上が，なぜ革命を継続

することが必要かということについての論拠である。

ソ連においては，朝鮮や中国にくらべ，はるかに強大な生産力が存在してい

るにもかかわらず， ソビエトの学者も不安を表明しているように. I近年いく

つかの工業部門と農業部門で，テンポが低 FG.一連の部門で，社会主義生産

10) リ ヤンフン，農村伝おける思想革命.r勤労者J(KwlnotIa) 6号， 1964年。
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の効率が低下し， 労働生産性の向上率がし、くらか低下している Jll)のは，社会

主義の優越性を，あまね〈発揮させることができないという点に，すなわち，

なによりもまず生産諸関係にかかわる側面に，欠陥があるからにほかならない，

ということができるであろう。牛産力を発展させ，新らしい科学・技術をつね

に国民経済に導入し，新しい文化壱発展させ，社会主義経済制度を強化するた

めに，農民のみならず，すべての働き手の思想性をたえずたかめることは共産

主義への移行期においても必要であるばかりでなく，もっとも重要なことであ

る。思想性は，それがどのように小さなものであっても，新しい社会の新芽を

よりどころにし，社会主義・共産主義生産の目的を自覚し，労働する過程にお

いて自分自身をも変革するなかでのみ，たかめられてし、〈。ふるい社会の母斑

が存在するためにのこらざるをえない物質的関心の原則にもとづいては，思想

性をたかめることはできなし、。物質的刺激は，それが個人的なものであろうと，

集団的なものであろうと，社会的・道徳的刺激と結合したものでなければ，そ

の効果には，一定の限界があるばかりでなく，逆に社会主義生産の目的にたい

する自覚を稀薄にし，個人主義的利己心をつちかうととになるおそれを否定す

ることはできない。この点について，ロ・ソ Y フ Y は，つぎのようにのべてい

る。「思想草命において， 道徳的刺激と物質的刺激とを正しくむすびつけると

とは，ひじように重要な意喋をもってし、る。わが党は，この両者争結合させる

にあたッて，道徳的刺激の優位性をその原則左みなしている。これは，社会主

義と共産主義への大衆の革命的な志向を反映したものであり，結局はそれが優

位をしめ，支配的にならなければならない，道徳的刺激の将来における位置を

考慮したものにほかならないの道徳的刺激に優先的意義をあたえず，物質的刺

激の両だけ巷一面的に強調すれば，それは，人びとをプルショア思想から向け

だせないようにするばかりでなしかれらをますます，示I己的で個人本位的な

11) 1964年9月末，ノポシピノレスクの科学ヒソタ での，ジベリアと極東の睦商学者¢会議の席上，プ
ロトユコフ (E.H. IIxo哩皿OB)は，工業や農業での生産低下についてのべているが，ソ連の経
済学者のあいだでz このよラな事実にたいする不安が表明されている Q ((BOnpOCnl 9KOlIOM:o:K的.

1964， No. 12， CTp. 140.) 
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方向へとみちびいてし、くことになるだろう町。J (傍点木原1

社会的・道徳的刺散の内容は，社会主義革命の目的，社会主義生産の目的の

認識にほかならず，この目的を実現す喜ための自覚と創意にもとづく積極性，

協力と相互援助の諸関係の強化，労働する過程での自己改造にほかならなL、。

との点-t'.なによりもまず，物質的・技術的きそ壱っくりだアことを，党の基

木方針の土台とし町，物質的関心の原則壱経済政策のきそとしているソ産とは，

きわだったちがし、がみられる叫。

社会主義の段階において，最終的課題壱解決するためには，ふるい社会から

もちこされたものに依拠するのではなく，たとえそれがし、かに小さなものであ

っても，共産主義の萌芽的要素であるならば，それを意識的・計画的にっくり

だし，発展させ，完成させることが必要である。そして，そのような萌芽は，

Jプロレタリア国家権力の支援のもとに， しおれることなく成長し， おし、しげ

り，完全な共産主義に展開していく」町し， またそうさせなければならない。

社会主義は，資本主義の廃櫨のうえにうちたてられる。したがって，社会主義

の段階には，政治，経済，思想、の面で，資本主義の母斑が，いろいろのかたち

での己らざるをえない。このような時期の任務は，しばらくのこしておかなけ

ればならないふるい事物は，これをのこしておき，これを利用するばかりでな

しこれを制限して，将来己れを最終的に消滅させる条件をととのえることで

ある。さらに重要なことは，新らし〈生れたもの壱急速に成長させるために，

これを育成することである J17)(傍点木原)という陶鋳の見解は， 社会主義段

12) ローソ γ ア円前掲論文。

13) Iソピェト連邦共産党綱檀」邦訳j ソ連大使館版.239ページ，および第22回ソ連共産党大会に
おけるフルシチョフの報告』同邦訳.33ベ ジ。

14) 革命の艦続ならびに物質的関bの原目uについては，社会主義社会の性格規定とも関連し なお
ふれなければならない問題が数おお〈のこされているが，とこではふれなh、。また，さUきん問

題になヮている「自力更生」の問題も j 国際分業か自力更生かというこ止でな〈 とのような
問題の提起はまちがっている 革命継輯の観点からl 不可欠なこととして「自力更生jの問題
を解明しなければならないとおもう。これらの問題については!いずれあらためてのへることに
したし、

15) JIellllH，口O<r.， H3p;. 4-e， TOM 29. CTp. 397 
16) TaM me， TOM 25， CTt. 442 
17) 陶鋳，過渡期の法則の問題についての討論.I人民日報J1960年8月5目。
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惜の性格を止しく指摘している。

社会主義のもとでは，革命を継続し，ふるいものを利用しは「るが，それを

制限し，意識的・積極的になくしていくようにしてこそ，はじめて新しいもの 3

共産主義の萌芽が急速に禿展ずる条件がつくられるのである。とのこ Fは，社

会主義の段階における一般的合法則性であ右問。

E 

社会主義のもとにおいても， 労働者と農民は， 1たがし、にその地位を異にす

る2つの階級を構成している問。」このように，労働者階級と良民との階級的差

異を規定する木質的なものはなんであろうか。その 1つは，所有関係における

都市(工業〉と農村〔農業〕との相異，すなわち，国営企業にみられる全人民的

所有と農業経常における協同的所有の相異である。

ここでは，まず 2つの所有形態の相異壱なくす問題について考察すること

にしたい。

共産主義の実現は， あらゆる階級の消滅，都市〔工業〕と農村(農業)との差

異の消滅を前提としているかぎわなによりもまず，労働者階級と農民との階

級的差異をなくさなければならなし九ところで，両者のあいだの階級的差異を

なくすには，それを本質的に規定する 2つの所有く全人民的所有と協同的所有〉の

差異をなくし，農業における協同的所有を全人民的所有にまでひきあげるとと

が必要である。

どのようにして，協同的所有を全人民的所有に主でひきあげるのか。この問

題忙ついては，いずれの科会キ義国においても，結果的な回答は，まだでてい

ない。

ソ連では，すでに革命直後から，農業経営の集団化(コルホーズ化〕がおこな

18) との問題に関連してソ連ではI たとえばj 商品が非商品化する過程を，商品生産壱ますます尭
展させる過棋としてとちえられている。非共産主義的なカテゴリーや諸法則lをj このように把揮
すれば，資本主義と社金主義の区別より 社会主義と共産主義の区別が強調され，また担金主主主
における商品生産が圃定されるこ』とになる。

19) スターリソ「ソ連邦における社会主義の経済的諸問題」邦訳.国民文庫版.34へ ジ。
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われた〈農業全体にわたる社会主義改造は1928年からである〉。 ヨノレホーズには生産

手段も生産もすふえてが社会化された「コ Y ミュ :/Jとよばれる最前の形態と労

働のみ社会fじされた「トーズ」とよばれる単純な形態と両者の中間で「アルテ

リJとよばれる 3つの形態があった。もっともすすんだ形態ということで「コ

Y ミュ :/Jの創設に力がし、れられたが，特殊な階級である農民の経済的環境や

生活条件にあわず，そのほとんどが発展しなかった。ソ連が，中国の人民公社

(people's commune)号発展段階を無視したものとして批判するのは，ソ連に

おけるコンミュ Y失敗の経験があるからである。もっとも人民公社It，“ peo

ple's commune" とはよばれるが，革命後ソ連においてみられたコノレホーズ

のー形態である「コ Y ミ~ :/ Jとは，その発生基盤も内容もおなじではないし，

かつてソ連におけるコ Y ミュ γ が失敗したからといって，中国における人民公

社もおなじように失敗であるとか，失敗するだろうということはなんら根拠の

ないことである。

協同的所有(コルホーズ的所有)を，全人民的所有の水準にまでたかめるみち

について， 1952年に， スターリンが指摘(スタ -)JY論文〉町するまでは，この

問題の具体的な展開は，ほとんどみられなかった。

人聞社会の共産主義への移行の合法則性については，すでに前世紀に，マル

クスとエンゲノレスによってあきらかにされたととろであるが，具体的にどのよ

うなみちをとおって共産主義へ移行1るかということが，理論的に詳細にとり

あげられ，論議の対象になったのは， 1950年 6月ソ連科学アノbFミー経済研究

所での学術討論会においてであるE九 1950年は， 1946年からはじまる第 4次 5

ヵ年計画がおわり，国民経済も復興し，新らたな発展への一歩をふみだそうと

した時期であるが，この学術討論会は，そのような戦後ソ連経済の発展水準の

20) スタ リン「ソ連邦における社会主謹の経済的諸問題J1952年。
21) 1950年6月 ソ連科学アカデミー経開研究所で「社会主義から共産主義への漸次的移行のみち」

とし、うテーマで， M. A. AwrnmK阻まの報告を中むに，学荷討論全がおこなわれた。この全議が，
共産主義への移行はどのようなみちをとおって実現されるかについてなど，具体的な問題につい
て論議されたz 世界でさいしょのものである。なお，この会議の詳細については， (Bonpochl 
田阻OM由時， 195-0， No. 10. CTp. 99-108参照。
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1つの転換期壱反映したものといえる。
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この討論会では，イ・ア・ア Y チ V キY の報告を中心に，共産主義への移

行のみちについて討論がおこなわれたのであるが，アンチ シキソの報告は，

つぎの 6項目についておこなわれた。すなわち， (1)共産主義の Zつの段階の相

異と社会主義から共産主義への移行期の性格， (2)共産主義への漸次的移行期の

物質的生雄的きそ， (3)勤労者の文化的・技術的水準の向上と共産主義的教育，

(剖共産主義への漸次的移行期における分配と流通の諸問題， (司社会主義社会の

諸階級聞の境界消滅， (6)社会主義から共産主義の漸次的移行期における国家の

役割と任務の 6項目である町。

共産主義への具体的なみちを考察するばあい，なによりもまず重要なことは，

資本主義から共産キ義への過渡期の性格をあきらかにすることである。なぜな

ら，共産主義への過渡期における経済諸カテゴリーの性格の規定と位置づけ，

経済諸法則の定式化は，過渡期の性格をあきらかにしないでは不可能だからで

ある。

この点について，アンチーシキソは， つぎのようにのべている。「資本主義

から社会主義への移行は 1つの社会・経済構成体から他の構成体への革命的

飛躍を意味している。社会主義から共産主義への移行は，おなじ社会・経済構

l成体の漸次的発達によって特徴づけられている制。」

とのように，資本主義から社会主義への移行の時期，多ウグラードが存在し

ておし そのため， I誰が誰をj の問題が，まだ国内に経済的基盤をもっ敵対

階級とのあからさまな闘争の形態壱とる，つまり広い意味での社会主義市命の

時期のみを「革命的飛躍」の時期とかんがえ，社会主義生産関係がs 国民経済

において全一的に支配するようになってからの時期，つまり農業の分野でも協

同化が完了し，多ウクヲ ドがなくなり 3 全人民的所有と協同組合的所有が確

立されてからの時期は， I漸次的J発達の時期であると規定している。すなわ

22) <Bonpoc区間OHOMllKlI)， 1950. No. 10， CTp. 99 
23) TaM JJ民e
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ち，ァ γチージキγは，前者の「革命的飛躍」にたいし，後者を「漸次的J発

達の時期として対質してし、る。もっともとのばあい「漸次的j ということの内

容はあきらかではないが， I革命的」 ということと対置される意味においてか

んがえられていることは否定できない。このようなかんがえかたのなかに，す

でに社会主義を固定化し，同時に社会主義の過渡的性格，つまり共産主義への

過渡期全体が革命的転換の時期である乙とを否定する見解がみられる。

ととろで，この討論会で，報告者であるァ y チ シキジは，ロノレホ ズ的所

有を全人民的所有の水準にたかめるみちについて，つぎのようにのべている。

「労働者階級と農民とのあいだの境界の消滅は，農業アルテリ 〔コルホーズの 1

形態〕のコ y ξ2ンへの成長発展とともに強化され， コγ ミー γのもとでは，

コノレホーズ員の個人的副業経営はいらなくなる。労働者階級と農民のあいだめ

相具は，社会主義的所有の 2つの形態が，単一の，つまり共産主義的所有に統

合したならば，最終的になくなるであろう」叫とのべている。すなわち，アン

チージキγ は，アノレテリのコ Y ミュ Yへの成長発展が，全人民的所有の水準へ

たかめるみちであるとかんがえている。この討論に参加したすべての人びとは少

アγチー γ キンとおなじようにアノレテリからコ Y ミュ Yへの成長・転化を，共

産主義への移行とかんがえている。 このばあい， I社会主義のもとで個人経済

の形態(コルホーズ員の個人副業経営，労働者，事務職員，農民の家内経済〕をもっ

ている経済諸部門」町をしだし、に社会化することが， 共産主義への移行の特徴

だとかんがえられていることである。したがってまだ個人的副業経営をともな

ったアノレテリ形態から，生産手段も生産もすべてが社会化された，つまり，個

人副業経営をもたね:....1:，/ミュ γ形態への転化が，全人民的所有への接近のみち

とかんがえられていることである。ことでは，生産手段と生産の社会化の内容

よりも，社会化の程度のたかいつソミ品ソとし、う形態に重点がおかれている G

また，個人副業経営がいらなくな芯ようにす呂には， Eのようにすればよいか，
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としづ問題については，ほとんど具体的な指摘干提案はみられない。ただ，高

度な経営形態への移行，とくに「農業アノレテリからコンミョ Yへの移行は，こ

れらの高度な形態の優越性を，勤労大衆が且覚するということにもとづいてお

こる」町というチヱノレノモノレジク (耳目 可epHOMOp山田〕の見解や， r巨大な
孟 ム テ ・ 品 >

コノレホ ズの出現は町， 各lI1TCカ九、くつかのコノレホーメ;に奉仕するのではな

く 1つのコノレホーズに事仕ずるようになるであろう，というところにまでみ

bびいている」というム旦ずスラフ月キー (II.C. M目立町田CI国的の見解のよ

うに 1つのコルホーズにたいし 1つのMTCという関係のtp，現が，コルホ-

'"を強化し，このことが単一の共産主義的所有をつく句だす前提を増大してい

るという見解，あるし、はまた， rコノレホーズ聞の仏、くつかのコルホーズの共用の〉

発電所や濯甑施設のかたちでの， コルホーズ的所有〔いくつかのコルホ ズの共

同所有)があらわれた結果， 国家的所有の指導的役割の強化のもとで， ヨノレホ

ーズ的所有は，ますます国家的所有とむすびつけられてし、る。たとえば，コノレ

ホ ズのあるいはコノレホーズ聞の発電所は，国家的電化網のなかにふくまれて

いる 」という，ガトフスキー(Jl.M. r悶 OBCR耐〕の見解"Jがみられる。

ガトフスキーにみられる見解は， 1961年の第22回大会で採択された新しい綱

領のなかで定式化され，いくつものコノレホ一月にまたがる企業やその他の施設

をつくることが奨励されている。綱領はつぎのようにのべている。「生産力の

発展につれて，コノレホーズとコノレホーズのあいだの生産上のつながりが払大し，

経営の社会化の過程は，個々のコノレホーズのわくをでるようになる。 ・この

過程は， しだ刊、に，コノレホーズ的・協同組合的所有に，全人民的な性格をくわ

えていくだろう叫。J

ムステλ ラプスキーの見解は，ひとつのコルホーズにたいする 1つのlI1TC

27) 1950年ごろより j 機械化の発展におうじ，コルホーズの大規模化がすすめられ，それまで拘24
万をかぞえたコルホーズは， 1950年には 約12万に統合されj そのごコルホーズの大規模化は，
いっそうおしすすめられた。

28) <BOrrpOCJ，T 9lWHOMl1KH). 1950， No. 10， CTp. 105 
29) TaM JKe. 'UTp. 105 
30) 前晶「桐積]邦訳 257ベージ。
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の奉仕を強化することによって，すなわち，コノレホーズ生産邑経営における国

家的所有 (MTC)の比重と役割を強化することによって，全人民的所有への

接近の実現奇想定していたものとかんがえられるが，現実には， MTC壱解消

し， いままで全人民的所有〔国営企業であるMTCの管理下にあった〕のもとにあ

った農業生産の基本的諸用具〔トラクターやコンパインなど〕を， コルホーズに

売りわたし， ヨノレホーズの所有のもとにおかれる己とになった刊。

以上のように， 1950年の討論会では，社会化程度のたかし、コンミュンへの成

長・転化が 2つの所有形態。の接近のみちとかんがえられてし、た。

つづいて，このあと，ヨノレホーズ的所有を全人民的所有の水準にまでたかめ

るみち寺指摘したのは，スターリンである。スターリ Y は， 1952年の論文「ソ

連邦における社会主義の経済的諸問題|において，この問題にたいし，具体的

な解答をあたえている。 1956年いご，フノレシチョフの「スターリ Y個人崇拝J

の批判と関連し，月ターリ γ の見解は，批判の対象になったとはいえ，とれほ

ど具体的に見解がのベられたのは，はじめてである。

月ターリ γは，コノレホーズ的所有を全人民的所有の水準にまでたかめること

をさまたげている原因を，つぎの点にもとめている。すなわち「コノレホーズ生

産物，コルホ ズ的生産の生産物，すなわち穀物，肉，バター，野菜，綿花，

サト一大根，アマ，など」は， rコノレホ-;;<がまったく自由に， 自分自身の裁

量で処理しうるコルホーズ的所有J32) になっているため， これらの生産物のい

ちじるしし、部分が，市場にでまわり商品流通の体系に包含されてゆくという事

情である。このように，スター pγは，コノレホーズ的生産の余剰が，商品流通

の体系にはし、ることこそが 2つの所有の差異をなくすことをさまたげている

原因であるととを指摘している。

したがって， rコルホーズ的所有を全人民的所有の水準にまでたかめるため

31) 1958年 3月採訳された怯律「ヲルホーズ制度のより鳥、っそうの昂畏と MTCの改組について」
により l 産業生産の基本的生産用具は，すへてコルホーズに売りわたされ， MTCはたんなる修
理技術ステーグョゾ (PTC)に改組された。

32) スタ リソ「ソ連邦における社会主義の経済的諸問題」邦訳，国民文庫版， 110ベ ジ。
33) 同上 110ベージ。
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には，コノレホーズ的生産の余剰を，商品流通の体系から排除して，それらを国

営工業とコノレホ スとのあいだの生産物交換の体系に包含してゆくことが必要

である」聞ということから，具体的には， すでにおこなわれていた農産物にた

いする「商品交付Jを生産物交換の萌芽として，この萌芽を，生産物突換の広

範な体系に発展させてゆくことを提案している叫。

以上のように，スターリ Y は，生産物交換の体系を発展させる ζ とによって，

商品流通の作用範囲をせばめることが，コノレホーズ的所有を全人民的所有の水

準にまでたかめるためのs 現実的で決定的な手段であることを強調し亡し、る向。

以上の見解からもわかるようにスターリ γは，商品生産の存在の理由を 2つの

所有形態の存在にもとめている。このようなスターリ Y の見解は，もともと，

それまでみられた商品，商品生産ぬきの価値，価値法則論の批判としてでてき

式三ものとし、える。

すなわち， 1920年代のはじめのプハーリ Yは，牛産物が商品形態#とる社会

〔資本主義〉とそうでない社会(社会主義〕とにわけ， 生産物が商品形態をとる

社会，つまり商品経済社会は，非組織的社会であり，このような社会のみが，

理論経済学の対象となれ生産物が商品形態をとってあらわれない社会，すな

わちプハーリ Yのばあい社会主義社会は，生産が合理的に組織され，すべての

ことが合理的，自然的に進行する。このような社会は，経済学の対象にならな

い。すなわち社会主義・共産主義を対象とする経済学は存在しないという「経

済学消滅論」を展開した問。

レーユ Y は，純粋の共産主義社会においても経済学が存在する可能性を指摘

し，生産物が商品形態をとる社会のみが，経済学の対象であるという，プハー

リYの見解を批判し，エ Yゲノレスが展開した広い意味での経済学の立場にたっ

た。しかしながら，そのご広い意味での経済学のー構成部分としての共産主義

3.) 同上， 111ベージ。
35) 向上， 111へージ。
36) 拙稿a 社会主義経済学の生成と発展「丘命商経商学J10巻4号，昭和36年10月， 12巷1号j 昭和

38年4月， 12巻4号昭和38年10月， 13巻1-2号p 昭和39年6月および「経済論叢J91巻4号，昭和

38竿4月参照。
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経済学の方法論は積極的に展開されるまでにはいたらず，また理論的体系化の

こころみもなかなかすすまなかった。かえって，プハーリソの影響をうけて，

社会主義生産物の非商品性の見解のみがうけつがれることになった。このため，

社会主義生産物をどのように規定するかも未解決のままに，現実に存在する価

値的カテゴリ を社会主義経済のなかでどのように位置づけるかについては，

ただそれらのカテゴリーが，資本主義のそれとは内容も役割も恨本的にことな

ること，それら壱社会主義経済の発展のためのラコとして利用するということ

以上に，理論的解明はほとんどなされなかった。

「社会主義経済学」の体系化のこころみは，すでに1920午代から 1930午..f';に

かけてみられたが，一部の人びとのこころみ以上にはでなかった町。 しかしな

がら， 1943年ごろから，社会主義社会の内的諸法則巷定式化するこころみがな

された問。このばあい土〈に理論的解明が必要であったのは， 現実に存在する

商品・貨幣関係を，社会主義生産関係のなかでどのように位置づけるか，した

がってまた価値，価値法則をどのようにとりあっかうかが問題とならざるをえ

なかった。プ，、ーリンの「経済学消滅論」は批判されはしたが，社会主義のも

とでは，価値的カテゴリーは存在しないとし寸見解は，うけつがれ， 1940年代

はじめまで，価値，価値法則の存在を否定する見解が支配的であった。しかし

ながら内的諸法則の定式化のこころみのなかで，価値，価値法則を無視するこ

とができなくな町，社会主義のもとで，価値法則は「改変された」かたちで存

在するということがみとめられ，いわゆる「変容された価値法則論」がでてき

た。このばあい価値法貝uの存在をみとめる論拠は，労働の異質性の存在にもと

められた。すなわち，社会主義のもとでは，まだ労働の異質性が存在せざるを

えない，したがって直接労働時間による計算は不可能である，このことが価値

法則の存在を規定せざるをえない，というのがその論拠であったc しかしなが

ら社会主義のもとでは，労働は直接社会的性格をもっている。また搾取制度

3の拙稿，社会主義経済学の対象について「睦済論叢」田巻6号j 昭和38年6月 広し唱味で甲経酔

学について「経済論叢J92巻3号!昭和38竿9月。
38) 拙稿，広い意味での腔済学について「立命鯖睦栴~J 13巻1-2号! 昭和田年6月 127ページ。
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は存在しないし，経済は閏家の統制のもとにある。したがって平均利潤の法則

となってはあらわれない。との点が，いわゆる「変容された]価値法則といわ

れるゆえんである。

このように，価値法則の存在をみとめはしたが，その存在の必然性を，社会

主義のもとでの労働の異質性の存在にもとめた。すなわち，商品生産の存在が

価値法則の存仕を必然的ならしめるというのではなく<~まるところ商品生産

ぬきの価値法則ということになり，価値的ノJ アゴリー，言|算の便宜上の手段と

してのみ把握されることになった。社会主義のもとでは，搾取制度は存在せず，

経済は国家の統制j下にあるということから，従来の，政策一一計画 法則と

し寸見解を根底にして，変容された価値法則の「変容」とい弓こ正也，その内

容がギ観的lこf円揮されるという結果にみちびくことになった。 I月ターリ γ論

文」における批判は，このような見解と把握の傾向を対象にしたものにほかな

らないということができる。すなわちz スターリ γは，法則の客観的性格を強

調し従来みられた，計画=法則という主観的見解を批判し，同時に社会主義の

もとでの客観的な法則としての価値法則の作用の必然性を，商品生産の存在に

もとめ，商品，商品生産ぬきの，価値，価値法則論を批判したのである。この

ことは，当然のことであり，商品生産と価値法則の関係については論証をする

必要もないほどあきらかなことであるが，ツ速において，現実に存在する価値

的カテゴリーを，価値的カテゴリーとしてみとめず，価値法則の作用を否定す

ることになった原因は，つぎの点にある。

すなわち 1つは， フハーリ Yのいう「組織された社会J， すなわち社会主

義社会における「経済学消滅論」の影響によるものであれもう 1つの原因は，

資本主義から社会主義への過渡期のみを過渡期とかんがえ，社会主義生産関係

確立後の時期を，すでに価値的カテゴリーの存在を規定する条件のない段階と

かんがえる傾向が強かヮたことである。とのため，社会主義の時期全体が過渡

期であり，したがって過渡的性格をもたざるをえないという認識が，いちじる

しく稀薄になったのである。
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ところで，価値法則の作用の必然性が，商品生産の存在であることは，自明

の理であるとしても，社会主義のもとでの価値法則が問題となるかぎり，社会

主義のもとでなぜ商品生産が存在するかをあきらかにしなければならない。で

なければ、，問題はなんら解決されないし，社会主義のもとでの価値的カテゴリ

ーの存在とその役割，価値法則の作用とその性格壱論証することはできない。

スターリソのばあい，商品生産の存在理由を 2つの所有形態の存在にも E

めた。すなわち，社会主義のもとでは，工業と農業における生産力の水準の栢

呉，生産の社会化の程度の差異，労働者と農民との階級的差異の存在によって，

工業における全人民的所有と農業における協同的所有の 2つの所有形態が存

在せざ芯をえない。コルホーズ(農業協同組合による集団経営〉は，商品によるむ

すびつき以外には，都市との結びつきをうけいれないから， 2つの所有形態の

あいだに生産物の商品突換がおとなわれずる壱えないということ。それととも

に，農業におけ右協同的所有は，工業における全人民的所有にくらベ，その水

準がひくし私的所有の性格が，まだ完全にぬぐいさられていない。以上のこ

とから，コルホーズの生産物は，商品的性格をもたざるをえない。このばあい，

商品的性格をもつのは，もっぱら協同的所有にもとづくコルホーズの生産物の

みであって，全人民的所有にもとづく国営企業の生産物は，商品として生産さ

れる余地はない。以上が， Iλ ターリ γ論文jにおける指摘と見解である。

以上のスターリ γの見解は，つぎの 4つに要約することができる。 (1)価値法

則の作用の必然性を商品生産の存在にもとめた。(幼商品生産の存在理由を，社

会主義的所有の発展の特殊性(2つの所有形態の存在〉にもとめた。 (3)社会主義

的所有関係が発展し，単一の全人民的所有が実現されるにつれて，商品生産は

死滅する。(羽生産手段は商品ではなく，価値法則は，生産の規制者的役割を演

じない。

さきにのベたように，スターリ γは，商品流通の範囲をせばめることを，協

同的所有を全人民的所有にたかめる具体的な方法とじて指摘したのである。

一τスターリソは，生産諸関係に関係するもののうち，生産手段の所有の諸形態
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に重点をおいている。社会主義のもとでの商品生産の存在の理由を，なによ P

もまず2つの所有形態の存在にもとめたのは，このためであるといえよう。こ

のばあい，所有関係を，たんに法律的な関係としてではなく，基本的生産手段

にたいする人びとのあいだの社会的=生産的関係としてとらえていることは，

正しし、。しかしながら，所有関係が，ただZつの所有形態の問題に還元され，

形式化されたという一面を否定することはできなし、。

1950年の学術討論会におし、ては，単 の全人民的所有形態の実現のみちを，

コノレホーズのコ Y ミュ Y化という，経営形態の側面からとりあげられたのにた

いし，スターリ γのIfあいには，主として商品流通の側面からとりあげられた。

前者のばあい，集団経営の形態をよりたかめるととに中心がおかれたが，コノレ

ホーズをたんに国営農場にかえることが，協同組合的所有壱全人民的所有にた

かめることになるものではない。所有関係というものは，たんに法的な関係を

意味するものではない。したがって単一の全人民的所有は，経営形態の変化だ

けで実現されるものではない。月ターリ Y の見解は，流通，交換関係のみから

の理解であるとして，そのごおおくの人びとの批判の対象となった。現実の諸

施策においてもさきにのべたように，固有企業であったMTC壱解体し，その

管理下にあった基本的生産用具〈トラクター，コンパイ Yなど〕をコノレホーズの所

有にうっすなど，月ターリソの指摘とは，まったく逆の方向にすすめられたこ

止は，ょくしられているところである叫。

E 

ソ連におけるこの問題についての理論的解明と具体的措置の考察から，ふた

たび朝鮮におけるとの問題にたちかえることにしたし Jへただ，ここでは，基

本的な観点についてだけに限定し，詳細な分析は，あらためておこなうことに

39) このような1958年 3 月の措置~，ぞのごの方向については わた〈しは現在再樟討しなけれ
ばならない問題があるとおもうロ

40) 協同的所有を会人民間所有にちかづける問題をとりあげるかぎり 中国の人民公社の分析は不
可欠であるが， ここではふれない。人民公社についてのわたくしの見解はi あらためてのべるこ
とにしたし、n
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lAこい。

さきにものべたように，国民経済的観点からすれば，農業は，工業とともに，

国民経済の 2大部門の 1つであり，国民経済の計画的な，とくにつりあいのと

れた発展を実現するうえで，重要な位置をしめている。国民経済の計圃化にお

いて，工業と農業との一定の比率関係を設定する己とが，もっとも重要な課題

であるのは，このためにほかならない。政治的な側面からみれば，農業生産の

にない子である農民は，労働者階級にとって，社会主義・共産主義建設におけ

る，もっとも重要な同盟者である。したがって，農業を発展させ，同盟者正し

亡の農民の経済的・政治的立場を強化することによって，はじめて国民経済全

体の発展を保障することができ志。

さきにものべたように，農民は，社会的・歴史的条件と自然的条件により，

労働者階級に〈らべ，おお〈の点でたちおくれている。さらに，農業は，つぎ

の土号な特殊性をもっている。すなわち，農業は，労働対象を生産す高部門と

しては，社会的生産の第1部門に属しているが，農業生産に必要な生産用具と

物質的・技術的きそを，みずからの手でつくりだすことはできない。農業の拡

大再生産に不可欠の生産用具の供給という点で，農業は工業に全面的に依存せ

ざるをえない町。そこで，農民にたいし，労働者階級は， どのような態度壱と

り，工業の農業にたいする関係を，どのように設定するかは，つねに重要な問

題として提起されなければならない。社会主義のもとでは，工業と農業との所

有形態はことならざるをえない。ふつう工業企業が全人民的所有形態であるの

にたいじ，農業はより低次の協同的所有形態である。このため，両者のあいだ

のむすびつきは，商業的諸関係をつうじて実現されざるをえなし、。両者の所有

?関係にもとづく，このような結合形態の存在の必然性を，行政的な措置によっ

てかえることはぜきないし，またそのような措置があやまりであることは，い

うまでもないことである。しかしながら，協同的所有を全人民的所有にたかめ，

単一の所有形態を実現するためには，なによりもまず，直接生産的な結合壱つ

41) 戸 ソ γプンは前掲繭文でこの点を指摘している。
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よめなければならない。もちろんこのことは，所有関係における現実の諸条件

を無視して，商業的結合を行政的に禁止する，ということを意味するものでは

ない。だが， rもしも，工業と農業とのあいだの生産的連けし、を，商業的形式

にのみ局限するか，または全人民的所有の指導的役割壱よわめ 2つの所有壱

分離させる方向にすすむならば，それは農村にたいする都市の支援をさまたげ，

協同経蛍の散慢さを助長し，社会主義・共産主義の建設に，かならずや難関壱

つ〈りだすにちがいない問。」さきにのべたように，農民のたちおくれと農業の

特殊性のため忙，農業生産力を発展させ，所有形態における差異をなくすため

には，どうしても，全人民的所有にもとづ〈工業のがわからの積極的な指導と

支援とが不可欠である。農業における協同的所有壱全人民的所有にたかめ，都

市とのちがし、をなくし，農民を労働者階級の水準にまでたかめるこトは，両者

の有機的結合の過程にほかならない。両者のこのような融合過程は，商業的結

合のみによっては実現されないであろう。なぜなら，有機的な融合の過程は，

労働者階級のがわからの，工業のがわからの，都市のがわからの，物質的・技

術的・財政的・文化的・思想的，その他あらゆる面での指導と支援がともなっ

てこそ，はじめて実現され，促進されるものだからである。

「テーぜ」は， この問題について， r農民は，労働者階級の指導と援助のも

とでのみ，社会主義へのみちをすすみ，さらに共産主義へ移行することができ

る」叫という規定を出発点とし労働者階級の党と国家の指導と援助は，農

村における社会主義制度の発生，発展，強化にとって欠くことのできない条

件」刊であり， 国民経済の「指導部門である工業が，農業を援功してこそ〔傍

点木原)，農業を，工業とおなじく，近代的技術で装備することができ，先進

的な都市が農村を支援〔傍点木原)するととによってのみ，たちおくれた農

村を都市の水準にひきあげることができる」的ことを指摘している。

42) 牽 4時， ，ト旬開抽胴岬剃楢自明吐豆}1'， 1964. No. 12 

43) ，テーぜJ，前掲邦訳， 7ベ←ジ。
44) 向上。
45) 向上， 8ベージ。
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Iテーゼ」は，社会主義的工業のきそがきづきあげられたのちは，いっそう

積極的に農業を支援しなければならないことを強調し. I社会主義国家は， 労

働者，事務員の生活だけでなく，農民の生活にたいして責任をおい，全人民的

所有の発展ばかりでなく， 協同的所有の発展にたし、しても責任をおわj46) なけ

ればならないことを，とくに強調している。

エ業の農業にたいする関係，都市の農村にたいすz関係について，さいきん

のソ連におけ喜のとは，ことな右態度がみられ，したがって，協同的所有を全

人民的所有にちかづけるための具体的諸方策もまたソ連のそれとはことなって

いる。同時に，そのみとおしと諸方策はソ連の「綱領」にくらべても，はるか

に具体的であり，この「テ ゼ」は，共産主義への移行の諸問題を考察するば

あい，理論的にも実践的にも，むじように重要な諸問題を提起しているのであ

る 。( 1965.g.8ー未完〕

〔あとがき1 朝鮮民主主義人民共和国の文献についてはa 前昇孝氏の御曙助をいただし、た

ことを，紙上をかりてお札もうしあげたL、。

46) rテーゼJ.前掲邦訳.8ベージ。




